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知財情報の活用

特許調査

第７回

白鷗大学
杉 山 務

平成２８年１０月１４日
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なぜ先行技術調査が必要か

発明を創造する

発明を特許権とする（発明の保護）

特許権とは，独占的に発明を実施する権利

実施により利益を上げる（発明の利用）

上げた利益を研究開発の資金として次
の発明を創造（発明の奨励）

企業の発展，国際競争力の向上
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類似特許がない

基礎技術開発

類似特許多数あり

特許調査

知財経営の特許調査

市場リード
マーケットコントロール
の可能性大

技術開発
基礎発明・改良発明
特許出願

高い利益率の確保困難
クロスライセンス
事業撤退
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研究開発 技術動向調査

出願前調査

他社権利調査

◎重複研究の回避＝過去の存在技術，今後

開発すべき技術の把握

◎発明の手がかり＝他人を知ることで，新

たなアイデアを見いだす（特許のすきまを埋める，
代替技術）

◎技術変化，商品需要予測

◎無駄な出願の防止

◎明細書作成の参考

◎従来技術の正確な把握

◎他社権利との抵触関係調査
＝出荷差し止め，損害賠償の未然防止

◎他社からの技術導入・提携の検討

設 計

製造前

出荷前

侵害警告 公知例調査
◎権利の阻止＝他社権利の出願前の公知例

を調査（特許文献，雑誌・カタログ等）

発明創出

特許情報の活用
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http://www.jpo.go.jp/indexj.htm
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https://www.j-platpat.inpit.go.jp/web/all/top/BTmTopPage
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知財調査費用

平成２１年９月１０日現在

出願前新規性調査；４．５万円～６万円（難件）

無効資料調査：１２万円～１５万円（複数クレーム）

意匠調査：４．５万円～６万円（難件）

図形商標調査：１．８万円～２．８万円（円図形）

アルトリサーチ(株)
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知財調査課題

「Ｊ-Ｐlat Ｐat」を利用して特許文献を調査し，現時点
で権利が有効なもの１件について，A4用紙1枚に報
告書としてまとめ，提出のこと（体裁自由）

テーマは限定しないので，各自が興味を持った商
品について調査報告すること。

現在市販されているものに限らず，今後販売される
であろうものであれば 良
商品を特定する特許番号の記載に加え，

所感を含めること。提出者名も忘れずに
提出期限：10月20日(木)
提出場所：2階レポート提出ボックス（Ｇ４）
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ま と め

ご清聴 ありがとうございました

杉 山 務
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HO28_7    平成 28 年 10 月 14 日    氏 名             

 

 

 

課題（特許調査） 

 「Ｊ-Ｐlat Ｐat」を利用して特許文献を調査し，発明の名称，出願日，

公報番号，出願人を特定し，特許になっているのか，拒絶となったのか

など現在の状況を，A4 用紙に報告書としてまとめ，提出 

 テーマは限定しないので，各自が興味を持った商品について調査すること。

現在市販されているものに限らず，今後販売されるであろうものであれ

ば最良である。 

★ 提出期限：10 月 27 日(木)  

★ 提出場所：2 階 G4 レポートボックス 

  （メールによる添付ファイルとしての提出も可） 

 

要領： 

１ 発明の内容を理解するために必要な情報を記載する。 

２ 審査の過程で挙げられた先行文献等があれば記載 

３ 現在の権利者，権利期間，そして登録料の納付状況を明記 

 

その他 

 ・ 提出者氏名等の書誌的事項は，必ず明記すること 

 ・ 発明内容に関する感想と，サーチに関する感想その他の感想を，項を

設けて記載すること。 

 ・ ワープロで作成し，別紙となる表紙は付けないこと。 

 

以 上 . 


